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 に関する研究論文の動向について
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 ．はじめに
人の生活機能と障害に関する国際的な分類として，
「（   
 ! "#）：国際生活機能分類」があ
る  ．は$	年に発表された「国際障害分類
（"）」の改定版で，障害者のみならず，すべて
の人を対象とした保健・医療・福祉サービス，社会
システムや社会技術の方向性を示唆するものとされ
ている．
本研究では，に関する研究論文の動向を明
らかにするための基礎調査として，国内外における
文献の内容を調査した．
．調査方法
． ．国内における 文献の調査
． ． ．調査対象
国内における 文献の調査は，医中誌%&'
 （		$年 月時点）を用いた．
調査対象文献データの抽出にあたり，医中誌%&'
 の検索画面上において，検索条件に検索対象
年「$
年から		年」，収載誌発行年「		年か
ら		年」を設定して検索を行った．結果として得
られた，		年から		年の医中誌%&'全体の文
献$
件を「医学文献」と定義した．さらに，
医学文献からキーワード「国際生活機能分類」によ
り抽出された文献((件（		)*）を「文献」
と定義した．
ここで，医中誌%&'とは，国内発行の医学・歯
学・薬学・看護学などの関連領域の定期刊行物を幅
広く，網羅的に収録した医学文献データベースであ
る．医学中央雑誌刊行会が，文献毎に書誌情報の収
録，キーワードの付与，抄録の作成などの編集作業
を行い，%上で提供されている．
． ．．調査内容
調査内容は，）年次別による 文献数，）
論文種類別割合，
）対象年齢層別 文献数であ
る．
．．国外における 文献の調査対象
．． ．調査対象
国外における 文献の調査は，世界的に広く利
用されている+&,&を用いた．
調査対象文献データの抽出にあたり，-+!
（		$年月時点）の検索画面上において，検索条
件に - （収載誌発行年）「		年か
ら		年」，- . /（論文種類）「0
（原著論文）」と「12（総説論文）」を設
定して検索を行った．結果として得られた，		
年から		年の+&,&全体の文献)(	
件
を「医学文献」と定義した．医学文献のうち，キー
ワード「   3
  ! "#」により抽出された文献
は
$件であった．これらに対して，目視により 
に関する内容かどうかの判断を行った．その結果，

)
件（			*）の文献が得られ，これを「文
献」と定義した．
ここで，+&,&（+! , 43
  ! 51 6 7 8）とは，世界約
$	カ国
言語，約(		誌に掲載されている医学を
中心とする生命科学の文献情報を収集したオンライ
ンデータベースで，米国国立医学図書館（,+：
 ,  +!）の国立バイオテク
ノロジー情報センター（'： 
 '# 7）によって作成され
ている．また，年から米国国立医学図書館で
は，%上で+&,&へのフリーアクセスがで
きる -+!を公開している．
．．．調査内容
調査内容は，）年次別による 文献数，）
対象年齢層別 文献数，
）収載誌別 文献
数である．
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．調査結果
． ．国内における に関する研究論文の動向
． ． ．年次別による 文献数
		年から		年までの 文献数の年次推移
を図 に示した．文献の総数は((件であり，
このうち原著論文は(件（*）であった．全体的
な傾向として，文献数（全体）は		(年まで増
加しているが，翌年からは減少傾向を示した．原著
論文を対象とした文献数も同様に，		(年を境に減
少傾向を示した．調査対象開始－終了期間で比較す
ると，文献数（全体）は		年では 件に対し
て		年では件と増加していた．一方，原著論
文を対象とした文献数も		年では 件であったが
		年では	件となり増加していた．さらに，
文献（全体）に対する原著論文を対象とした文献の
占める割合は平均して 割程度であった．
． ．．論文種類別割合
医学文献と 文献の論文種類別の割合を調査し
た．ここで論文種類とは，表 に示した医中誌デー
タベースにおいて定義されているの種類を指す．
		年から		年における医学文献と 文献を
構成する主たる論文種類は，原著論文，会議録，解説
であり全体の 割以上を占めていた．図の作成にあ
たっては，座談会，図説，講義，総説，一般，9:4，
レター，症例検討会を一括して「その他」とした．
図 に医学文献と 文献の論文種類別（原著論
文，会議録，解説，その他）の割合を示した．
原著論文，会議録，解説の比率は，医学文献では
約 ： )：  ，文献では約 ： ： を示した．
文献では医学文献と比較して解説の割合が高
く，会議録の割合が低いことが分かった．文献
において解説の割合が高い理由として，は		
年 (月，第(回%"8総会において採択された新し
図   医中誌における 文献数の年次推移
図  医学文献と 文献の論文種類別の割合
に関する研究論文の動向について 

表   医中誌データベースにおける論文種類の定義
い概念であるため，オリジナリティの高い研究論文
よりも の概念の説明や分類の活用の仕方に焦点
を当てた論文が多いことが考えられた．
． ．．対象年齢層別 文献数
対象年齢層の分類は，次の つに分類した．医中
誌%&'のチェックタグ：「年齢区分」を基に，$歳
未満を児童・青年期，歳以上歳未満を壮年期，
(歳以上)歳未満を中年期，)(歳以上を高齢期とし
た（表 ）．
文献は原著論文のみを対象とした．調査は文献毎
に付与されているチェックタグ：「年齢区分」を基に
行ったが，必ずしも 文献に つの年齢区分が付与
されているわけではないので（付与されていない場
合や複数付与されている場合がある），総文献件数
は(件となった．
対象年齢層別 文献数の年次推移を図 
に示し
た．全体的な傾向として，		年，		(年は高齢期
を対象とした文献が多く見られた．一方で，		
年
は高齢期を対象とした文献が最も少なかった．年
間の文献数の合計では，高齢期が
)件（$	*）で
最も多く，続いて壮年期件（$*），中年期
件
（
*），児童・青年期件（)	*）の順であっ
た．
．．国外における に関する研究論文の動向
．． ．年次別による 文献数
		年から		年までの 文献数の年次推移
を図 に示した．文献の総数は
)
件であった．
年次別推移をみると，		年では 件であったが，
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表  対象年齢層の分類
図 	 対象年齢層別 文献数の年次推移（原著論文）
毎年増加を続けて		年では	件となった．さら
に，調査時点（		$年月時点）において		$年の
文献数は件であり，前年よりも文献数が増
加していた．
．．．対象年齢層別 文献数
対象年齢層の分類は，
．．
節と同様の分類を
用いた．調査は文献毎に付与されているタグ：「年齢
区分」を基に行ったが，必ずしも 文献に つの年
齢区分が付与されているわけではないので（付与さ
れていない場合や複数付与されている場合がある），
総文献件数は(件となった．
対象年齢層別 文献数の年次推移を図 (に示し
た．全体的な傾向として，		年から全ての年齢層
において増加傾向が見られた．年間の文献数の合
計では，中年期が(件（
*）で最も多く，続い
て高齢期)$件（*），児童・青年期，壮年期はそ
れぞれ))件（	*）の順であった．
．．．収載誌別 文献数
収載誌別 文献数に関する調査を行った．
文献
)
件において収載誌数は(
誌であった．この
うち，上位誌の 文献数を図 )に示した．
文献数は「 5#」が全体の
(*（件）
に関する研究論文の動向について 	
図 
 における 文献数の年次推移
図  対象年齢層別 文献数の年次推移
を占めた．続いて，「; 5# +!」)*（(件），
「67 6/# ,」
)*（
件），「; 5#7」
$*（	件），「4# -#  +! 5#」$*（	
件）の順となった．これら上位 (誌の対象領域は，
リハビリテーション，言語病理学，リウマチ学で
あった．
さらに，収載誌がどのくらい広く読まれているか
をみるために，収載誌（学術雑誌）の評価指標の つ
として知られるインパクトファクタ （ー; 73
/ ：;）に着目した．インパクトファ
クターとは，ある収載誌に掲載された論文が平均的
にどのくらい引用されているかを表しており，その
収載誌の領域内における影響力を計るための客観的
指標として開発された  ．インパクトファクター
は，トムソンサイエンティフィック社が提供する
;  5/
 
（以下 ;5）の中で，
統計指標の つとしてジャーナルごとに算出されて
いる 	．
;5を使用して，(
誌に対するインパクトファク
ターを検索した．結果として，$誌のインパクトファ
クターが得られた．インパクトファクターの高い収
載誌（$誌中）をいくつか挙げると，「'」$()$
（文献数 件），「4# 5 .#」)（ 
件），「4 5#7 」)（ (件）であった．
専門領域によって，学術文献を引用する方法や慣習，
研究者数，論文生産性が違う   ため，インパクト
ファクターの高低で領域の異なる収載誌を単純に比
較することは難しい．そこで，図 )で取り上げた

誌（ $誌は ;5において該当結果なし）に限定し
て 文献数とインパクトファクターを表 
に示し
た．表 
において，インパクトファクターは
から)までの値をとった．表 
の収載誌に関し
ては，文献数とインパクトファクターの高低に
は必ずしも関連性がみられなかった．
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図  収載誌別 文献数（上位 誌）
表 	 収載誌のインパクトファクター
．まとめ
本研究では，に関する研究論文の動向を明ら
かにするための基礎調査として，医中誌%&'  
と+&,&を用いて国内外における 文献の
内容を調査した．本調査の結果，以下のことが明ら
かとなった．
国内では，文献数は増加傾向を示したが，		)
年からは減少傾向を示した．論文種類別にみると，
文献は医学文献と比較して解説の割合が高く，
会議録の割合が低いことが分かった．この理由とし
て，は新しい概念であるため，概念の説明や分
類の活用の仕方に焦点を当てた論文が多いことが考
えられた．対象年齢層別では，高齢期を対象とした
文献が多くみられ，特に		(年では顕著に多
かった．
一方，国外では，文献数は顕著な増加傾向を
示した．対象年齢層別では，全ての年齢層において
増加傾向を示した．本調査で対象とした(
誌のう
ち 文献数の多い収載誌として，「 5#3
」件（
(*），「; 5# +!」(件（)*），
「67 6/# ,」
件（
)*）などが示され
た．さらに，;5により調べた$誌のインパクト
ファクターにおいて高値であった収載誌は，「'」
$()$，「4# 5 .#」)，「4 5#7
」)などであった．このうち，
誌に限って
文献数とインパクトファクターの関係をみた
が，文献数とインパクトファクターの高低には
必ずしも関連性がみられなかった．
本研究を進めるにあたり，ご指導，ご助言を賜りました
医療情報学科 三田勝己教授（現 星城大学大学院 健康支援
学研究科 教授）に心より感謝いたします．
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